
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日の５月２５日（日）は、子供たちにとって待ちに待った城山小ス

ポーツフェスティバルを開催しました。今年は、「みんなで助け合い 日

本一楽しい笑顔いっぱいの城フェスにしよう」というスローガンのも

と、６年生が中心となって準備を進めてくれました。当日は、競技はも

ちろんのこと、円滑な進行のために、子供たちが自分たちで考えて行動

する姿に胸を打たれました。特に、全校球入れで１年生と手を振りなが

ら入場し、音楽に合わせておしりをフリフリしながら、顔を見合わせて

にっこりする１年生と６年生の姿は、見ているこちらも思わず笑顔にな

りました。 

そして、６年生からの願いを聞いた５年生も、応援席で６年生の

Leaders と共に大きな声援を送ったり、下級生のお世話をしたりと、高

学年としての自覚を存分に発揮してくれました。ある６年生が、係の仕

事をしながら競技で転んでしまった１年生にそっと手を差し伸べ、「大

丈夫？頑張ったね！」と優しく声をかけている姿は、まさに今回のスロ

ーガンを体現しているようでした。 

 高学年の子供たちが、互いに協力し、下級生を思いやる姿は、全ての子供たちの心に深く刻ま

れたことでしょう。特に下級生からは、「自分たちが高学年になったら、６年生や５年生みたいに、

みんなを引っ張っていけるようになりたい！」といった憧れの声が聞かれたとのことです。かっ

こいい高学年の言動の真似をし、学校中に気づき、考え、行動する「思いやりの輪」が広がって

いくことを期待しています。 

学校は、子供たちが将来、社会の一員として豊かに生きていくための力を育む場所です。簡単

に言えば、「周りの人と関わりながら、考えの違いや得意・不得意があること、社会規範などを認

め、よりよい活動の仕方を導き出し、社会の一員として生活する、よき社会人へと育てる」「その

考え方や行動する姿を平和な世の中づくりに向ける人を育てる」ことが本校教職員の使命です。 

そのために、学校生活を送る上で大切なのが、ルールをしっかりと守り、仲間の気持ちを考え

た言動をすることが大切です。「やらなければならないことは嫌でもやり遂げる、やってはいけな

いことはやりたくてもやらない」。今回の城山小スポーツフェスティバルへの準備や話し合い、そ

して当日の取り組みを通して、子供たちが大きく成長してくれたことを強く感じています。この

経験が、これからの学校生活、そして社会に出ていく上での大切な「正しい判断」につながるも

のと期待しています。 

城フェスの様子の写真を城山小 HPに掲載していますのでご覧ください。いい表情です！ 

HP https://www.nagasaki-city.ed.jp/shiroyama-e/ 
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城フェスでの憧れの姿が未来を創る！子供たちの成長に拍手! 

https://www.nagasaki-city.ed.jp/shiroyama-e/


 

 

城フェスが終わったばかりですが、６月は水遊び（低学年）・水泳運動（中・高学年）が始まり

ます。本校では、今年度、長崎県教育委員会から「子供の体力向上実践モデル校」の指定を受け

て、子供の体力向上への取組や体育学習の充実に向けて研究に取り組んでいます。少し専門的で

難しいお話となりますが、この研究実践は、学習指導要領及び同解説に基づき、遊びや学習で楽

しく活動しながら子供が楽しさや喜びを味わい、運動・スポーツへの意欲の向上につながること

がねらわれています。 

学習指導要領及び同解説における水遊び、水泳運動は、単なる泳ぎの技術習得だけでなく、「命

を守る」という安全教育の側面、そして心身の健全な発達や社会性の育成という多角的な教育的

意義に基づいて位置づけられてきました。特に大きなきっかけの一つとしては、１９５５年の宇

高連絡船紫雲丸沈没事故が挙げられます。この事故を契機に、水難事故から命を守るための水泳

指導の重要性が強く認識されるようになりました。現行の学習指導要領においても「安全確保に

つながる運動」が重視され、高学年の水泳指導ではクロールと平泳ぎだけでなく、安全確保の運

動（背浮き姿勢や浮力を利用した浮き方など）も学習することとなっており、各学年の学習内容

は次のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎市の事業により、本校は４年ほど前から長崎市民プールにて長崎遊泳協会の先生方と協力

して水泳学習の指導を行っています。市民プールの５０ｍプール、２５ｍプール、幼児用プール

などを区分けして泳力や個人の学習課題に応じて学習活動を行います。低・中・高学年別に、   

２学年が一緒に学習を進めますが、施設が十分に広いことから活動量も十分に確保できます。  

また、本校の先生方の他に長崎遊泳協会の先生方も指導に加わり、安全面を監視する係も位置付

けて役割を分担して個別の指導につなげています。 

指導時間は、これまでと同様に、低学年は、３時間×３日間の９時間、中・高学年は、事前の

水泳の心得の指導１時間＋２時間×４日間の９時間の指導計画としています。事前に打合せをし

っかりと行って学習内容を確認するとともに、長崎遊泳協会の先生方の段階を踏まえた専門的な

指導を受けることができ、子供たちの技能の向上はもちろんのこと、本校の先生方の指導力向上

にもつながっています。大変ありがたいことです。 

水泳が専門の先生方の指導を受けてどの子供も力を伸ばし、将来のいろいろな場面において、

学習指導要領が示す「水の事故から身を守って安全確保ができる」ようになってほしいと願って

います。市民プールの２階席から保護者参観ができます。お時間がありましたら子供たちの学習

の様子を参観にいらしてください。 

水遊び・水泳運動の学習が始まります！ 

【低学年：水遊び】遊びを通して水を怖がらずに目を開けたり、顔を水に付けたりできる 
○ 水の中を移動する運動遊び 
・水につかっての水かけっこ、まねっこ遊び、水につかっての電車ごっこ、リレー遊び、鬼遊び 
○ もぐる・浮く運動遊び 
 ・水中でのじゃんけん、にらめっこ、石拾い、輪くぐりなどのもぐる遊び、くらげ浮き、      
伏し浮き、大の字浮きなどの浮く遊び、バブリングやボビング 

【中学年：水泳運動】水に浮くことや、初歩的な泳ぎができる 
○ 浮いて進む運動 
・け伸び、初歩的な泳ぎ 

○ もぐる・浮く運動 
 ・プールの底にタッチ、股くぐり、変身もぐりなどのもぐり方、背浮き、だるま浮き、変身浮き
などの浮き方、だるま浮きやボビングを活用した簡単な浮き沈み 

【高学年：水泳運動】 
○ クロール 
・25m～50m程度を目安にしたクロール、ゆったりとしたクロール 

○ 平泳ぎ 
 ・25m～50m程度を目安にした平泳ぎ、ゆったりとした平泳ぎ 


